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一議
一‐
華

初
春
、
穏
や
か
な
日
和
の

一
月

十

一
日

（
土

）
元
号
が
令
和
に
改

ま

っ
て
初
め
て
の
賀
詞
交
歓
会
が

油
縄
子
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

紅
白
幕
の
赤
、
盆
栽
の
松
の
緑
、

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
の
白
が
醸
し
出

す
艶
や
か
な
中
に
も
緊
張
感
の
あ

る
会
場
に
は
学
区
内
小

。
中
学
校

の
先
生
方
を
は
じ
め
、
油
縄
子
学

区
コ
ミ́

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
皆
さ

ん
約
四
十
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
中
で
自
土

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ
推
進
会
会
長
を
始
め
、
来
賓

の
方
々
の
新
年
の
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
乾
杯
の
後
、
し
ば
し
歓

談
に
移
り
、
会
場
は

一
気
に
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
会
話

が
弾
み
健
康

・
趣
味

。
知
人
の
近

況
な
ど
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
賑

や
か
さ
に
花
を
添
え
る
余
興
は
、

今
年
は
趣
向
を
変
え
て
バ
ン
ド
演

奏
で
す
。
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
皆
で
合
唱
し
た
り
、
イ
ン
ト
ロ

ク
イ
ズ
な
ど
に
興
じ
た
り
こ
れ
ま

で
と
は
ま
た
違

っ
た
雰
囲
気
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

続
い
て
幸
運
を
呼
ぶ
抽
選
会
と

な
り
結
果
に

一
喜

一
憂
、
和
気
あ

い
あ
い
の
内
に
今
年
も
油
縄
子
学

区

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
発
展

を
念
じ
て
山
縣
副
会
長
の
音
頭
の

も
と
気
合
の
入
つ
た
三
本
締
め
で

賀
詞
交
歓
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。さ

て
、
と
き
は
生
き
物
が
眠
り

か
ら
覚
め
る
春
分
の
候
、
間
も
な

く
サ
ク
ラ
の
便
り
と
と
も
に
新
年

度
が
始
ま
り
ま
す
。
油
縄
子
学
区

の
皆
様
方
、
引
き
続
き
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（樫
村
　
均
）ああ懐かしいなぁ～
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令
和
元
年
十

一
月
を
以
て
、
次

の
四
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

森
　
　
文
江
様

（
民
生
委
員

）

大
西
欣
四
郎
様

（
民
生
委
員

）

鈴
木
　
由
子
様

（
民
生
委
員

）

結
城
　
弥
生
様

（
主
任
児
童
委
員

）

今
年

の
油
縄
子
学
区

（
地
区

）
の

民
生

。
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童

委
員

の
氏
名
と
担
当
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。
任
期
は
令
和
元
年
十
二

月

一
日
か
ら
令
和
三
十

一
月
二
十

日
ま
で
で
す
。
現
在

二
名
が
欠
員

し
て
い
ま
す
。

深
谷
　
裕
子

鮎
川
町
二
丁
目

千
葉
　
恵
子

鮎
川
町
五
丁
目
四
～十

一

黒
澤

「
子

鮎
川
町
五
丁
目

十
二
～
十
六

六
丁
目
六
～
十
、
十

一

（
一
～
六
号
を
捺
く
）

中
山
　
克
之

鮎
川
町
六
丁
目

一
～
三

二
十
～
二
十
二

関
　
　
猛

諏
訪
町

一
丁
目

一
～
三

十

一
～
十
三

鯨
岡
　
邦
水

諏
訪
町

一
丁
目四

～
十

新
任

小
林
　
紀
子

主
任
児
童
委
員

一
月
二
十
九
日
に
福
祉
部
の
福

祉
研
修
会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会

議
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

福
祉
研
修
は
、
社
会
福
祉
協
議

会

の
宮
本
様
や
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
飯
島
様
か
ら
「あ
ん
し
ん
。

安
全
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
活
動
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ご
近
所
同
士
の
関
わ
り
や
声
掛
け

が
、
緊
急
時
な
ど

へ
の
対
応
に
繋

が
る
の
で

「輪
を
地
域
で
広
げ
て

い
く
こ
と
」
が
大
事
で
す
と
の
こ

と
で
し
た
。
普
段
の
何
気
な
い
声

掛
け
が
大
切
に
な

つ
て
く
る
と
実

感
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
議
は
、
福
祉

部
の
事
業
報
告
と
来
年
度
の
事
業

計
画
や
個
別
事
業
の
は
つ
ら

つ
ク

ラ
ブ
、
油
縄
子
。
国
分
の
茶
話
会
、

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
事
業

報
告
や
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

各
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
を
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
３

各
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力

お
預
い
致
し
ま
す
．

（
風
間
　
康
子

）

褻
髯

含
津
　
進

鮎
川
町

一
丁
目

（
代
行

）

多
賀
町
四
丁
目
四
～
六

五
丁
目
四
～
十

桜
川
町
三
丁
目
三
～
十

一

日
間
　
康
子

鮎
川
町
三
丁
目
四
～
人

四
丁
目

一
～
三

（
代
行

）

鮎
川
町
三
Ｉ
目

一
～
三

九
～
十

一

四
丁
日
四
～
七

五
丁
目

一
～
三

青
少
年
育
成
部
　
福
田
　
孝

令
和
二
年
二
月
十
五
日
。
今
年

度

の
担
当
で
あ
る
成
沢
交
流
セ
ン

タ
ー
に
、
会
瀬

。
中
小
路

・
助
川

・

そ
し
て
油
縄
子
の
各
学
区

コ
ミ

ュ

ニ
テ
イ
推
進
会

の
会
長
や
青
少
年

育
成
に
関
わ
る
関
係
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
報
告
を
バ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
資
料
を
踏
ま
え
て
発
表
さ
れ

意
見
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
懇
親

会

へ
と
進
み
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

次
年
夏
は
会
瀬
地
区
。

「
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
任

白
土
　
由
子

国
分
町

一
～
三
丁
目

一一一一一一一箋・
益鱚判讐

（六ょ可卸剌一一）、

十
二
～
十
九
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教

【体
力

同
上
関
係
】

本
校
で
は
、
生
徒

の
冥
態
に
悪

じ
て
体
育

の
授
業
前
に
全
学
年
続

一
の
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

屋
外
で
の
授
業

の
場
合
は
、
サ

ー
キ

ツ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

（
両
足

ジ

ヤ
ン
プ
や
鉄
棒
を
使

つ
て
の
懸

垂
等

）
を
含
む
１

血
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

馬
跳
び
を
、
屋
内

で
の
授
業
の
場
合

は
６
分
間
走
と
馬

跳
を
行

い
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
持

久
力
や
基
礎
体
力

の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
い
、
馬
跳

び
は
、
①
体
幹
を

安
定
さ
せ
る
こ
と

②
自
分
の
身
体
を

腕
で
支
え
る
こ
と

③
運
動
に
必
要
な
ス
ピ
ー
ド
を
鍛

え
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
授
業
以
外
で
も
生
徒
主

体
で
、
保
健
委
員
会
と
体
育
委
員

会
が
合
同
で
「外
遊
び
強
調
デ
ー
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
体
力
向
上

へ
の

意
識
付
け
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ム
一
一二　〓・ス
・‐一・一ム
ニ
，〓
｝
一〈
ミ
　
一
一一一・≡不

を
見
る
と
、
多
く

， ‐
モ
Ｆ
三
で
三
二

均
レ
ベ
ル
を
上
匡

っ
て

、ヽ
ま
十
〓

そ
の
中
で
も
、
全
身
持
入
力
を
測

定
す
る
一二
３

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」

Ｌ
投
力
や
巧
緻
性

（
運
動
を
調
整

す
る
力

）
を
測
定
す
る

「
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
」
の
数
値
は
、
全
学

年
男
女
と
も
県
平
均
を
上
回
る
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【食
育
関
係
】

○
学
習
会
の
実
施

栄
養
教
諭
を
講
師
に
招
き
、
学

年
ご
と
に

「食
」
に
関
す
る
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
を
支
え
、

運
動
能
力

・
学
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
望
ま
し
い
食
習
慣
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
朝
食

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

朝
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を

ね
ら

つ
た
朝
食

コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
夏
期
休
業
中
に
朝
食

コ

ン
テ
ス
ト
審
査
員
養
成
講
座
を
開

催
し
、
給
食
委
員
と
保
健
委
員
の

生
徒
が
、
望
ま
し
い
朝
食
と
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。か

し
わ
祭
に
お
い
て
、
審
査
の

結
果
発
表
及
び
表
彰
式
を
行
い
、

生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
に
も
、

・１
１
ヽ
い
献

二
ヽ
云
ら

朝
食
に

つ

い
て
啓
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
〓朝

食
摂
取
率

一毎

日
食

べ
る
」

は
、
人
三
％
～
人
五
％
で
県
平
均

人
三
％
を
上
回

っ
て
い
ま
す
ｃ
ま

た
、
朝
食

の
品
数
や
バ
ラ
ン
ス
を

気
遣
う
会
話
が
多
く
間
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
取

組
が
、
全
校
生
徒

の
健
康
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
と
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
、
自
己
有
用
感
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
今

後
と
も
、
自
ら

の
健
康
に
関
心
を

も
ち
健
康
な
生
活
を
送
ろ
う
と
す

る
生
徒

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

二
月
二
十

一
日
に
第
二
回
連
絡

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

最
初
に
、
鮎
川
町
交
番
の
川
崎

所
長
か
ら
交
番
内
に
お
け
る
刑
法

犯
認
知
件
数
の
話
が
あ
り
、
取
扱

件
数
は
、
人
交
番
中
、　
一
番
少
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

市
内
に
は
、
人
つ
の
交
番
が
あ

り
、
当
交
番
は
保
育
園
か
ら
大
学

ま
で
あ
る
の
で
存
在
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

学
子
連
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
取
り
締
ま
り
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

保
育
園

・
各
学
校
か
ら
は
、
今

年
度
の
様
子
と
、
令
和
二
年
度
の

主
な
行
事

の
説
明
が
あ
り
、
小

・

中
学
校

の
運
動
会
は
、
五
月
に
行

う
と
の
こ
と
で
し
た
。

高
校
か
ら
は
、
四
月
以
降
、
放

課
後
に
、
高
校
か
ら
多
賀
駅
ま
で

直
行
バ
ス
が

一
便
出
ま
す
ｃ
地
域

の
方

々
も
利
用
で
き
る
と
の
こ
と

で
す
．

ま
た
、
十
二
月
に
改
選
さ
れ
た

民
生
委
員
の
方

々
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
地
域

の
皆
様

の
協
力
を
得

な
が
ら
、
ま
す
ま
す
住
み
や
す

い

街
に
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

（
照
井
　
　
修

）

呵

「
ヽ

外遊び鬼 ごっこ

●11_■二十 :■■■■:

朝食コンテス ト審査発表

Ч

校

長

内

山

信

弘

油
縄
子
学
匡
連
絡
委
員
会
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川
上

私
と
婦
人
会
と

の
出
会

い
は
、

近
所
の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
て
入
会

し
た
の
が
四
十
代

の
昭
和
五
十
年

頃
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
民
謡
や
踊
り
が
盛
ん
で

地
域

の
方
と

一
生
懸
命
練
習
し
、

敬
老
会
に
参
加
し
拍
手
喝
采
を
受

け
、
楽
し
か

っ
た
想

い
出
が
あ
り

ま
す
。　
一
方
、
鍋
、
釜
や
こ
た

つ

布
団
な
ど
を
売
り
歩
き
地
域

の
方

と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
活
動
資
金

を
得
た
こ
と
も
、
苦
労
の
中
に
も

楽
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
ｃ

ま
た
市
婦
連
に
は
、
毎
年
桜
ま

つ
り
に
参
加
し
、
揃

い
の
浴
衣
で

日
立
音
頭
パ
レ
ー
ド
に
会
員
皆
で

華

を
添
え

ま

し
た
ｃ

交
流

セ

ン

タ
ー
の
行
事
で
は
盆
踊
り
で
、
や

ぐ
ら

の
上
で
唄

つ
た
り
、
防
災
訓

練
運
動
会

の
豚
汁
作
り
、
三
世
代

交
流

の
秋
祭
り
、
も
ち

つ
き
等

の

活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
ｃ
婦
人

会
活
動
が
重
要
視
さ
れ
、
市

の
行

政
が
変
わ
る
と
き
に
逸
早
く
市
役

所
に
出
向
き
、
当
時

の
会
長
だ

っ

た
益
子
昌
子
様
が
資
金
を
得
る
た

め

の
市
報
梱
包

の
依
頼
を
受
け
、

油
縄
子
婦
人
会

う

め

各
町
内
会

の
班
長
さ
ん
に
届
け
る

仕
事
月
二
回
実
施

し
、

「
三
十
人

年
間
」
今
日
迄
続
き
、
資
金
面
で

大
変
助
か
り
、
そ
の
資
金
を
元
に

「油
縄
子
婦
人
会
五
十
周
年
記
念
」

を
盛
大
に
当
時

の
益
子
会
長
中
心

に
行
わ
れ
た
事
、
忘
れ
ら
れ
な

い

想

い
出
で
す
。
正
月
に
は
古
峯
神

社
参
拝
、
研
修
旅
行
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
Ｇ
し
か
し
、
働
く
お
母
さ

ん
が
多

く
な

り
、
最

盛

期

に
は

六
十
人
を
越
え
た
会
員
も
現
在
は
、

三
十
六
人
と
な
り
、
入
会
者
が
な

く
会
員
も
高
齢
化
も
し
て
お
り
ま

す
ｃ

こ
の
た
め
活
動
も
限
界
に
き

て
お
り
ま
す
こ
会
員

の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
解
散
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
こ
長
年
に
互
り
ご

支
援
頂
い
た
行
政
を
始
め
関
係
者

の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ

私
も
、
婦
人
会
に
入

つ
て
い
て
、

多
く
の
方

々
と
出
逢
う
こ
と
が
出

来

「宝
も
の
」
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
ｃ

四
月
か
ら
の
行
事
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
再
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
の
は
、
次
に
な
り
ま
す
。

○
市
報
の
梱
包
及
び
配
達

●
仕
事
の
内
容

交
流
セ
ン
タ
ー

で
町
内
会

・

自
治
会
ご
と
に
市
報
の
梱
包

を
行
い
配
達
す
る
。

●
活
動
日
数

月
二
回

（
原
則

）

●
詳
細
は
交
流
セ
ン
タ
ー

ヘ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
盆
踊
り
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
防
災

・
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
広
報
紙

「
油
縄
子
」
の
編
集
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
市
報

「
ひ
た
ち
」

（
三

月
五
日
号

）
の
背
表
紙
に
二
月
の

イ

ベ

ン
ト
等
が
、
新

型

コ
ロ
ナ

ウ

イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
中
止

・
変
更
の

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
ｃ

当
交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
、
二
月

末
ま
で
多
目
的
ホ
ー
ル
、
料
理
室

及
び
カ
ラ
オ
ケ
ロ
的

の
会
議
室
を

使
用
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
と
存
じ
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

手
洗
い

・
咳

エ
チ
ケ

ッ
ト
で
感

染
予
防
に
努
め
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
推
進
課

■
二

一
―
三
二
〇
〇

庭
の
草
花
も
芽
を
出
す
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
の
冬
も
暖
冬
で
日
当
た
り

の
良
い
場
所
の
草
等
は
緑
の
ま
ま

枯
れ
ず
に
春
を
迎
え
そ
う
で
す
。

暖
冬
は
良
い
の
で
す
が
今
年
も

猛
暑
と
な
り
ま
す
と
特
に
高
齢
の

方
は
命
に
か
か
わ
る
事
態
に
な
り

¨
か
ね
ず
大
変
に
思
わ
れ
ま
す
。

一
　

又
、
世
界
的
な
異
常
気
象
で
の

¨
自
然
災
害
発
生
と
共
に
ウ
イ
ル
ス

¨
に
よ
る
新
型
肺
炎
と
い
う
新
た
な

病
気
が
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
人
々
の
交
流
の

妨
げ
に
な
り
、
更
に
は
世
界
経
済

の
混
乱
を
ま
ね
き
大
き
な
影
を
落

と
し
そ
う
で
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
運
営
で
も

感
染
を
気
に
し
て
不
参
加
者
が
増

え
れ
ば
運
営
に
影
響
し
ま
す
の
で

こ
の
異
常
事
態
が
早
急
に
終
結
す

¨
る
事
を
祈
り
ま
す
。

　̈
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
　
功

）

訃
報
の
お
知
ら
せ

当
学
区
、
副
会
長
の
鯨
岡
敏

夫
様
が
令
和
元
年
十
月
十
九
日

に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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